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Society 5.0 時代における計算機システム
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クラウド,データセンター

エッジデバイス

従来のクラウド集約型

IoTデバイスは
2020年時点で
250億台越え

増え続ける
エッジデバイス

データセンタの
消費電力は10年
で6倍に

遅延の増加

MEC (Multi-access Edge Computing)型

エッジサーバ

低遅延化
通信量の削減



SLMLET: エッジ,MEC向けeFPGA・CPU混載SoC

◼ CPU: RISC-V RV32I
◼ riscv-mini (ucbが公開, chisel実装)

◼コントローラとして利用

◼命令、データ専用メモリ (各64KB)

◼ SLM (Scalable Logic Module)
◼再構成可能なロジック

◼ HyperBus I/F
◼ JEDEC xSPI準拠

◼ 2バンクの共有メモリ
◼各128KB

◼特徴
◼低コスト、スケーラブル

◼ハードIPが不要
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SLMLET SoCの構成



SLMLETのプロトタイプ

◼ USCJ 55nmを採用

◼閾値電圧のばらつきが小さい

◼ 240mV/V の高い基板効果係数
→ ボディバイアス制御によるリーク削減の期待

◼スタンダードセル: C55DDCT07L60LVT
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SLM

Block 0

SLM

Block 1

SRAM

チップレイアウト 4.2mm角
USCJプロセスのトランジスタ構造



テスト・評価システム
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PYNQ-Z2 ボード

Web
ブラウザ

PS

(ARM Cortex-A9)

Zynq SoC

PL
(FPGA部)

SLMLET
ボード

Raspberrypie, 
Arduino Pinヘッダ

制御回路

EthernetPC SLMLETチップ
HyperRAM

Hyperbusポート

実際のボード写真

◼ PYNQ-Z2ボードに刺さるドーターボードを開発
◼ PythonからPL部の回路を扱うことが可能

◼ PC上のWebブラウザを介してチップのテスト
および評価が可能



テスト・評価用GUI
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